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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

第
47
回
県
商
工
青
年
の
主
張
発
表

会
を
７
月
29
日
、つ
く
ば
国
際
会

議
場
で
開
催
し
、県
内
青
年
部
２

７
０
余
人
が
出
席
し
た
。

　

発
表
会
は
、県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
選
抜
さ
れ
た
12
人
が「
青
年

部
活
動
に
参
加
し
て
」「
青
年
部

活
動
と
地
域
振
興・ま
ち
づ
く
り
」

の
テ
ー
マ
か
ら
一つ
を
選
択
。日

頃
の
青
年
部
活
動
か
ら
得
た
成
果

や
地
域
貢
献
、ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

表
情
や
豊
か
に
身
振
り
手
振
り

を
交
え
面
白
お
か
し
く
、会
場
を

沸
か
せ
る
発
表
や
こ
れ
ま
で
の
青

年
部
活
動
を
思
い
出
し
て
か
涙
ぐ

み
な
が
ら
も
熱
く
語
る
発
表
な
ど

も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
思

う
存
分
に
出
し
た
発
表
と
な
っ
た
。

　

審
査
に
は
、㈱
茨
城
放
送
の
北

島
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、

県
中
小
企
業
課
中
島
経
営
支
援
室

長
、広
報
広
聴
課
池
本
課
長
、茨

城
県
連
畑
岡
専
務
理
事
、茨
城
県

青
連
栗
山
会
長
の
５
人
が
あ
た
り

論
理
性
・
感
動
性
・
表
現
力
・
好

感
度
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
青
年
部
活
動

と
地
域
振
興・ま
ち
づ
く
り
〜
や
っ

て
み
っ
か
！！
地
域
活
性
化
〜
」を

テ
ー
マ
に
少
子
高
齢
化
対
策
と
し

て
行
っ
た
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通

じ
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
青
年

部
活
動
の
様
子
を
発
表
し
た
常
陸

太
田
市
の
石
川
俊
治
君
が
見
事
、

最
優
秀
賞
を
獲
得
。

　

ま
た
優
秀
賞
に
は
、「
青
年
部

活
動
に
参
加
し
て
〜
青
年
部
員
だ

か
ら
出
来
る
こ
と
〜
」を
テ
ー
マ

に
発
表
し
た
坂
東
市
の
飯
田
雅
一

君
、優
良
賞
に
は
、『
青
年
部
活

動
に
参
加
し
て
〜「
気
づ
き
」と

最優秀賞に輝いた石川君

茨城県を代表し、発表する高野さん

栗山会長（前列中央）を囲む１２人の発表者たち

　

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
関
東

大
会
が
７
月
９
日
、埼
玉
県
の
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
、女
性

部
１
２
０
０
名
の
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。本
県
か
ら
は
約
２
０
０

名
が
参
加
し
た
。

　

本
県
代
表
の
高
野
培
美
さ
ん

（
つ
く
ば
市
）は「
国
際
交
流
と

お
も
て
な
し
事
業
」と
題
し
て
女

性
部
活
動
と
地
域
振
興
・ま
ち
づ

く
り
に
つい
て
発
表
し
た
。

　
つ
く
ば
市
商
工
会
女
性
部
が
行
っ

た「
つ
く
ば
音
頭
」等
の
日
本
文

化
を
通
し
て
の
国
際
交
流
事
業
の

様
子
や
、そ
こ
か
ら
学
ん
だ
お
も

て
な
し
の
本
当
の
意
味
な
ど
を
表

現
力
豊
か
に
発
表
し
た
。

　

結
果
、去
年
に
引
続
き
見
事
入

賞
を
果
た
し
た
。

「
学
び
」の
場
〜
』が
テ
ー
マ
の

大
洗
町
の
小
俣
和
大
君
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
。

　

な
お
、最
優
秀
賞
の
石
川
君
は

９
月
17
日
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

る
主
張
発
表
関
東
大
会
に
本
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
。

女
性
部
主
張
発
表
関
東
大
会

 

高
野
さ
ん（
つ
く
ば
市
）

　
　
　
　
　
　
優
良
賞
！!

商
工
青
年
の
主
張
発
表
会

　
石
川
俊
治
君（
常
陸
太
田
市
）最
優
秀
賞

女性部 青年部

女
性
力
に
磨
き
を
か
け
る
！
　

「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
2
0
1
5
」開
講

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
で
は

部
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
、

「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ

ジ
２
０
１
５
」を
日
程
表
の
と
お

り
３
日
間
開
催
す
る
。

　

今
回
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
実
業
家
、芸
能
人
な
ど
を
講
師

陣
に
迎
え
、多
種
多
様
な
研
修
内

容
と
な
って
い
る
。

　

女
性
部
員
は
女
性
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、経
営
者
と
し
て
更
な

る
自
己
研
鑽
を
図
って
い
く
。

女性部（敬称略）
いばらきレディースカレッジ2015 日程表

「大丈夫だよ！がんばろう」

タレント　山田邦子

「女性の感性と発想を経営
に活かす」
㈱ジーアンドエス
代表取締役社長　萩原扶未子

「お客様をお迎えする心」

月泉亭　女将　
折山比亭呼

がんばる県内事業者との
座談会

「心に残したい出会いと
言葉」

作詞家　里村龍一

「自分らしく生きる」

作家　吉永みち子

月  日

８／25
（火）

９／16
（水）

10／14
（水）

水戸市
「フェリヴェール
サンシャイン」

12:00～13:00

11:00～ 開  講  式

閉  講  式

昼  食

13:00～14:10

14:30～15:40

13:30～14:40

14:50～16:00

13:00～14:10

14:20～15:30

15:30～

つくば市
「ホテル
グランド東雲」

つくば市
「ホテル
グランド東雲」

会  場 時  間 内  容

お申込み・
お問合わせは

各商工会まで

どうぞ！

商工会会員福祉共済おすすめします

全国で約１０万人の商工会会員の方にご利用いただいています。 その理由は・・・
●商工会会員を対象とした「特別な」共済制度。商工会会員とご家族、従業員とご家族の皆様まで補償！
●月額２,０００円からの掛金で、思わぬ事故によるケガを手厚く補償！
　 ＊プランは「けが」補償ほか、「病気」「がん」補償、「生命」保障もあります。

●掛金・共済金は、「年齢・性別・職種に関わりなく一律」です。＊満６歳～最大で満８５歳まで、幅広い年齢を補償します。
●仕事中でも仕事以外でも、国内外でも、「３６５日、２４時間補償！」
●交通事故・不慮の事故のほか、天災（地震・噴火・津波）によるケガも補償！
●ケガも病気も、日帰り入院から補償します。　
　＊ケガの「通院」は、３日目～１００日まで補償。         　　　　 
　＊ケガの「入院」は、１日目～１,０００日まで補償。（※６歳～１２歳、６６歳以上の方は３日目から支給）
　＊病気の「入院」は、１日目～１２０日まで補償。

●手続きは簡単。スピーディーに共済金をお支払いします。
　＊請求額が１０万円以下なら、領収書（コピーでも可）および診察券のコピーがあればＯＫ。　

ぜひご加入ください！
ワ ケ


